雑記帳　　　『明鏡』　　　　　　　　　　高野　獨源
　　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇七（平成十九）年一月一日
                                至二〇〇七（平成十九）年十二月三十一日
二〇〇七（平成十九）年一月一日　月曜日　元日　八五四七
　平成十九年は、亥年である。

××に行く。毎年食べ過ぎるので注意したが、それでも食べ過ぎた。
　
一月二日　火曜日　火曜日　八五四八  

  これも毎年同じだが､××に行く。相変わらず道路が込んでいた。迂回しても、一時間半掛かった。昨日に続いて、料理をたらふく食べ、くつろいだ。
　コンピューターキャンビーが起動せず。ついに来たか。半月前ほどにバックアップを取ったのは虫の知らせだったのだろうか。やむを得ず、再セットアップして、データは消えた。残ったのは、MOディスクとフロッピーディスクにある分だけである。
　しかも、再セットアップしても、インターネットとMOはうまく動いてくれない。
一月三日　水曜日　八五四九
電話があって妻子は急遽もとお隣の××さんのお宅へ遊びに行った。
その間、こちらはコンピューターと格闘だ。合間に、××家が訪ねて来て三輪車をあげた。

秋葉原に行く。最近電機関係より、演奏関係で訪れることが多かった場所だが、久しぶりに石丸に入ったり、新しいヨドバシカメラに入ったりした。

コンピューター自体は、即断即決で、ラップトップ型のラヴィーに決めた。今までデスクトップで割りと億劫だったが、これで昔の九八ノートの様に使えるだろう。（その九八ノートも電源すら入らないことに後で気付く。）
さらには、音楽データの保存も考えて、サンヨーのICレコーダーも購入した。これで、映像は、DVDに、音楽はCDに集約する道筋が整った。

買い物の後、××家に寄ってから、ファミールで食べた。

一月四日　木曜日　八五五〇
　会社初め。大発会。日経平均は上がったようだ。

　新コンピューターがいろいろな可能性があることが分かってくる。大した進化である。データの集約と、古い形式でのデータの読み取り作戦計画を作成して実行していく。まずは、MOやフロッピーデータの移行だ。しかし、まず、キャンビーで形式を変換しなくてはならないものがあることに気付く。また、フリーソフトをいくつか導入しなければならない事態であることにも気付いた。

一月五日　金曜日　八五五一

　夏目漱石誕生日。昼は珈琲館。
　毎日コンピューターと向き合う。移動が簡単だから、気楽に始められる。メールも便利だ。メールデータも、エクスポートしておけば、無駄には成らないかも知れない。　　　
一月六日  土曜日　八五五二　雨
　雨の中、×××餅つき大会に行く。

　その後、×××××今年初の練習。子供たちは、控えの和室に居た。

　
一月七日  日曜日　八五五三
　妻子は、四階のお友達のうちに遊びに行った。その間に、吾輩は、新たに音楽用のフリーソフトを導入したり、ホームページの更新の設定方法を色々試したり、忙しくしていた。
　しかし、途中子供たちを××町公園で遊ばせる係りもした。

　夕食は、若鯱亭。

　『風林火山』第一回。ICレコーダーも使い始めた。
一月八日  月曜日　八五五四
　豊洲の「ららぽーと」に初めて行ったら、いきなりトッカーターとフーガニ短調が流れ、何かと思ったら、パイプオルガンの生演奏だった。小フーガト短調、『主よ人の望みの喜びよ』の三点セット及びデュルフレの作品を聴いた。大木麻里という大学生のようだ。ららぽーと内で音楽の教室があり、チェンバロやオルガンも教えているのだ。
　猿の芸もやっていた。

　夜、また、××××の練習に蒲田アプリコに行った。

一月九日　火曜日　八五五五
　フクコラカレー。
ドラマ『東京タワー』。去年のこの日には、奇しくも我々家族も東京タワーに登ったのだった。
印刷は、コンビニ店に送ったり、写真の印刷がインターネットで出来たり、デジタルカメラのメモリースティックを直接コンピューターが読めたりすることが分かった。

これで、大体我が家のシステムが復旧した上に、一種のデジタル革命が起きたと言っても過言では無いだろう。　

　
一月十日　水曜日　八五五六

　昼はラーメン雅。
一月十一日  木曜日　八五五七
　昼、珈琲館。プロコフィエフ第五番とは。

　音楽のダビングを進めていく。思えば、カセットテープからMDにダビングしたのは、無駄だった。しかし、もっと勿体無かったのは、ベータテープから、八ミリビデオへのダビングである。だいぶ前の事ではあるが、かなりの本数を費やしてしまった。使った時間もかなりのものだ。いつ頃ダビングしていたのだろう。一九九一年以降で、VHSやDVC

を購入した一九九九年以前であることは分かっているが、一体どこでどうダビングしたか思い出せないのだ。
一月十二日  金曜日　八五五八

　昼は、中華料理「東華」。

　電話会議の後、×××××に駆け付ける。 
　××さんの家に子供たちお迎え。 『特命係長只野仁第二十二回』（テレビ朝日）。好評なため、また再開した。
一月十三日　土曜日　八五五九

　音楽教室、バイオリン教室。

　その後は、オリンピックでDVDを買って来たりして、後は、音楽と映像のデジタル化に励んだ。映像は、『若奥様は腕まくり』がそろそろ終わるところで、音楽は、一群の自分の演奏の録音が見つかったので、まずその辺をダビングしている。レコードも数枚あるので、それも急ぐ必要がある。

　八ミリビデオについては、今、ダビングしていた時期が過去の日記から分かった。九十八年の十月辺りなので、××の家で、キャンビーに画像を映しながらダビングしていたと考えられる。意外と結婚時期の近くであった。　
一月十四日  日曜日　八五六〇
　早速八ミリビデオを再生してみたら、音も出ないし画像の色も化けていた。これはもう業者に頼むしかない。しかし、どこに頼めばよいのだろう。

　心配になって、円盤のレコードも再生してみたが、回転数が大きく落ちているようである。「レコードよ、お前もか！」といった心境だ。ひょっとして四十五回転にしてみたら、丁度良いかと思ってやってみたが、今度は早すぎた。荻野目洋子のレコードで確かめたらよく分かった。三十三回転だと男の声になり、四十五回転だと、コンピューターの声になった。仕方ないので、ベータとカセットテープのダビングを進める。
　今日は、××町公園で子供達の自転車乗り.に付き合った。それから××××××××。『風林火山』。

一月十五日　月曜日　八五六一
　夜.福八という河豚屋で隣のチームが送別会をやってくれた。
一月十六日  火曜日　八五六二
　昼は近くのキッシュの店に行った。

　夜、新社側で軽い打ち合わせ。

　××さん宅に子供たちを迎えに行った。

一月十七日  水曜日　八五六三
　午前半休して秋葉原に行った。レコードと八ミリビデオの再生機を見に行ったが、やはり外注の方が安い様だった。
　××誕生会。

一月十八日  木曜日　八五六四
　昼は珈琲館。

　森下で××××××の練習。

一月十九日  金曜日　八五六五
　休暇。

　夜、××はスキー教室に出発。池袋のダビングスタジオに行ってレコードと八ミリビデオのダビングの注文をした。

『只野仁』第二十三回。

一月二十日  土曜日　八五六六
　××は仕事。母が××に洋服をプレゼントしてくれた。

　夜、豊洲文化で××××管弦楽団の練習。

一月二十一日  日曜日　八五六七
　××が戻って来るので、午後五時に迎えに行った。

　『風林火山』。

一月二十二日  月曜日　八五六八
　商店街にある、新しい定食屋に行った。
　×××××の弦練は欠席した。××さんと吾輩の壮行会を催してくれる人が居たからである。

一月二十三日  火曜日　八五六九
　昼は珈琲館。夜は旭川ラーメン。

一月二十四日  水曜日　八五七〇
　××さん達と定食屋で昼食。

一月二十五日  木曜日　八五七一
　××××さん達四人で「おかか」で食べた。
　森下で××××。
一月二十六日  金曜日　八五七二
　昼は「一馬」。
　×××××と、『只野仁』第二十四回。

一月二十七日  土曜日　八五七三
　××出勤。夜新しくなった杉並公会堂で××××管弦楽団の練習。

一月二十八日　日曜日　八五七四
　杉並公会堂で××××管弦楽団の本番。

　指揮　寺本義明
　曲目　
　フンパーディンク　歌劇『ヘンゼルとクレーテル』前奏曲

　モーツァルト　交響曲第三十五番『ハフナー』（ただし降り版）
　ラフマニノフ　交響曲第二番ホ短調

　
帰宅後、××××××××と『風林火山』。

一月二十九日  月曜日　八五七五
　昼、さんさんに行く。

　夜、××さんが、新宿の「ばがぼんど」を案内してくれた。

一月三十日  火曜日　八五七六
昼は××××さんと「フクコラカレー」。

××さんの御通夜が町屋であった。

一月三十一日  水曜日　八五七七
　ハベリでランチ。

　今の会社はこれで最後で、明日から新社である。今日は今まで二年半一緒に仕事をした仲間に挨拶をして回った。

二月一日  木曜日　八五七八
　今日から新社。挨拶回りをして、新しいノート型コンピューターのセットアップをしたりした。昼は白山通りの中華。
　××××森下。
二月二日  金曜日　八五七九
　昼は珈琲館。

　忙しかったので、×××××は欠席。

　『只野仁』第二十五回。

二月三日  土曜日　八五八〇
　音楽教室、バイオリン教室に付き合ってから、車で目黒へ。

　目黒パーシモンホールで××××××本番。

　指揮は、田代詞生。

　曲目
サンサーンス　『市の舞踏』

チャイコフスキー　幻想序曲『ロミオとジュリエット』
プロコフィエフ　交響曲第五番変ロ長調

（アンコール）プロコフィエフ『ロミオとジュリエット』より。
　
二月四日  日曜日　八五八一
　子供達と××は、デイナイスホテルで、××××ちゃんの送別会に行った。
　その後、城南島埠頭公園と、城南島海浜公園で飛行機を見た。
　夕食は××デニーズ。××××××××。『風林火山』。

二月五日  月曜日　 八五八二
　新社で二週間目。昼は「一馬」。

二月六日　火曜日　八五八三
　昼「富士見茶屋」。

二月七日  水曜日　八五八四
　バーレーンの××さんに楽譜を送った。

　昼珈琲館。
二月八日  木曜日　八五八五
　アジア会館。

　旭川ラーメン。『暗殺の日本史』『西洋哲学』の本。
二月九日  金曜日　八五八六
　×××××。『只野仁』第二十六回。

二月十日　土曜日　八五八七

  ××出勤。ネガポジより、ダビングの納品があった。八ミリビデオ二十五本とレコード十四枚分である。
　×××××。定例会は欠席した。
二月十一日  日曜日　建国記念の日　八五八八
　×××気味で苦しかった。××××××××。

　『風林火山』。
二月十二日  月曜日　振替休日　八五八九
　午前中は××町公園で遊んだ。

　新浦安の「湯巡り万華鏡」に二回目に行った。

　テレビで『李香蘭』を上戸彩主演でやっていた。

二月十三日  火曜日　八五九〇
　昼は「滝の家」でそば。
二月十四日  水曜日　八五九一
　昼は珈琲館。

二月十五日  木曜日　八五九二
　昼はフクコラカレー。
　夜は、××さん××さんらと四人で、駒込のちゃんこ屋「神幸」で食べた。

二月十六日　金曜日　八五九三
　昼は、スパゲッティー「ラ・ルーチェ」。

×××××。

　『只野仁』第二十七回。

二月十七日  土曜日　八五九四
　学校公開。教室や体育館で見学。バイオリン教室は午後三時からにして貰い、××と学校後に直接行った。
二月十八日  日曜日　八五九五　雨
　××と子供達は××児童館。吾輩は高砂児童館で××××××××××。
　響は、雨の中、東京マラソンが行われた。サイゼリアで食事。

二月十九日  月曜日　八五九六
　ミラをダイハツに車検に出した。

　昼、アジア会館、夜、「××××××」。
二月二十日  火曜日　八五九七
　昼、月山亭、夜、「××××」で味噌ラーメン。

　ダイハツに行きそびれた。

二月二十一日  水曜日　八五九八
　ダイハツに車を取りに行って、バイオリンを持って×××××へ。

二月二十二日  木曜日　八五九九
　巣鴨の「宴屋」で前の会社の送別会をやってくれた。
二月二十三日  金曜日　八六〇〇
　「只野仁」第二十八回。×××××は無し。明日から旅行に行くことにした。
二月二十四日  土曜日　八六〇一
　甲斐旅行の始まり。といっても、音楽教室と、バイオリン教室を午前中に終えてから、午後二時ごろ出発だ。

　道はすいていて、甲府で風林火山博を見学した。××と×は、もちろん刀を二本ずつ差しているので、みんなの注目を浴びている。

　夕方、須玉から高速に入り、長坂で降りて、「森の椅子」という、二段ベッドのあるペンションに泊まった。近くの大泉温泉に入った。露天風呂が大きかった。

二月二十五日  日曜日　八六〇二

　宿の人に教えてもらって、「煙の木」で朝食セットを食べた。とてもいい所だった。
　風林火山館に行った。ここはロケのセットなどがあった。

　それから、美しの森の奥のスキー場、「サンメドウ」に行った。ここには、そりゲレンデがあるので、子供達も楽しめた。ただ、防寒の準備は不足していたので、寒かった。大泉温泉に再び寄る。日没前で富士山が良く見えた。子供達も大喜びだった。
　須玉から、談合坂に寄りつつ、午後九時半頃帰宅した。

　『風林火山』も見られた。

二月二十六日  月曜日　八六〇三
　夜、Fisherman’s Wharf で、仕事の会食。

二月二十七日  火曜日　八六〇四
今の所、新社では、非合理な仕事で遅くなるような事はあまり起きていない。
二月二十八日  水曜日　八六〇五
　『ハケンの品格』（日本テレビ）。
三月一日  木曜日　八六〇六
　社長と『阿蔵』という店で会食。二次会でハベリの隣の飲み屋に移動。
三月二日  金曜日　八六〇七
  ×××××。自転車あった。

　××からケーキを頂いた。

『特命係長只野仁』第二十九話。(テレビ朝日)
三月三日　土曜日　八六〇八
　音楽教室。×××××。××バイオリンは、休み。

　××××××××。

三月四日 日曜日　八六〇九
　子供達と自転車で××××××公園に行った。自転車で随分遠くまで行ったものだ。ボートにも乗る。フードコート。
三月五日  月曜日　八六一〇
　普通の月曜日。

三月六日  火曜日　八六一一
　昼はイタリアレストラン、La Luceで食べた。
三月七日  水曜日　八六一二
　×××××。歯の詰め物が取れた。

『ハケンの品格』。

三月八日  木曜日　八六一三
　歯医者。夜は××××。

三月九日  金曜日　八六一四
　昼、ビストロ。夜は、××デニーズで家族で食事。只野仁第三十話。
三月十日  土曜日　八六一五
東京大空襲六十二周年。

音楽教室。バイオリン、×××××。××来てくれる。××公園、××オリンピックの公園、××××公園(拡大済み)、××町公園。

三月十一日  日曜日　八六一六
　×××××本番。芥川、第九。神谷酒場。

　
三月十二日　月曜日　八六一七
　昼、甲州屋。
三月十三日  火曜日　八六一八
　休みを取って、××インフルエンザで××医院に連れて行った。ビデオからDVD化作業をした。
三月十四日  水曜日　八六一九
　ハケンの品格最終回。コンピューターデータバックアップ。

三月十五日  木曜日  八六二〇
　珈琲館。歯医者。

三月十六日  金曜日　八六二一
　昼、××××に久しぶり。
三月十七日  土曜日　八六二二
　音楽教室と、バイオリン。四谷にて。××オケ会。最初はポルトガル料理。その次はペルー料理。

三月十八日  日曜日　八六二三
　市川男女共同参画センターにて、×××××××の練習。パスモを購入した。

　夕食は台場小香港。

三月十九日  月曜日　八六二四
　昼珈琲館。夜、××××。
三月二十日  火曜日　八六二五
　昼、た司ろ。
三月二十一日  春分の日  水曜日　八六二六
バッハ三二二回目の誕生日。

ズーラシア、中華街に行った。

三月二十二日  木曜日　八六二七
　昼、××××寿司。

　×、熱。×××××。

三月二十三日  金曜日　八六二八
　昼、アジア会館。
　××さん出産と聞く。

三月二十四日  土曜日　八六二九
　音楽教室の発表会が箪笥町であった。牛込神楽坂下車。その前にバイオリン。パン屋でおやつ。家で夕食。スクリャービンを練習する。
三月二十五日  日曜日　八六三〇
　掃除。××××××××フードコートで昼。×××児童館。
三月二十六日  月曜日　八六三一
　昼、一馬。会社では資料作り。

三月二十七日  火曜日　八六三二
　本郷通りのイタリア料理。歯医者。
三月二十八日  水曜日　八六三三
　昼、なかむら。

三月二十九日  木曜日　八六三四
　×××が熱が38度出て、半休を取った。

　夜、歓送迎会を王子で。ボーリング付き。
三月三十日  金曜日　八六三五
　×××××。天国と地獄。ソロがある。難しい所と、長い所がある。
三月三十一日  土曜日　八六三六
　音楽教室、バイオリン。

　夢の島に××××××の野球の応援に行った。城南島をドライブしてサイゼリアで食事。
四月一日  日曜日　八六三七
　四つの場面の夢を見た。

NHKスタジオパークに行った。××君も一緒だ。××××××××、万豚記。

四月二日  月曜日　八六三八
　昼はShantiでピアノを弾いた。
　夜、笑福軒。××さん宅お迎え。

四月三日  火曜日　八六三九
　大勢で旅行する。古い家に入る夢。

　昼、やきとり亭。

四月四日  水曜日　八六四〇　雷
　昼一馬。花見は延期。

四月五日　木曜日　八六四一
　昼、た司ろ。花見。

四月六日　金曜日　八六四二
　Karfreitag。
　昼、おかか。

　×××××は天国と地獄、ベートーベン七番、新世界。
四月七日  土曜日　八六四三
　×××は進級式。××は音楽教室とバイオリン。
　××と、映画『大帝の剣』を観た。ニッポン放送の番組で星村麻衣という人が来ていて、『桜日和』という歌をピアノを弾きながら歌っていた。
四月八日　日曜日　八六四四
　×××××××。行徳公民館。都知事選挙。××××××××で×の自転車の補助輪を外した。テレビで『男たちの大和』、Wien Neujahrkonzert. 
四月九日  月曜日　八六四五
　昼、ケンタッキー。弦練。

四月十日  火曜日　八六四六
　昼、五人でプルミエ。
四月十一日  水曜日　八六四七

　昼、すき屋。 
四月十二日  木曜日　八六四八
　静岡出張。昼はうなぎの『甚八』、夜は、『たわら屋』。
四月十三日  金曜日　八六四九
　昼、ふじ見茶屋。

四月十四日  土曜日　八六五〇
　音楽教室。バイオリン無し。
　××と東武博物館。××じいじ保育園。××××公園。××××××××そじ坊。

四月十五日  日曜日　八六五一
　××町公園で自転車、蟻の巣。えび天ダビング。
　行徳公民館で、××××。

四月十六日  月曜日　八六五二
　珈琲館。
四月十七日  火曜日　八六五三
　昼、た司ろ。

四月十八日  水曜日　八六五四
昼一馬。夜、会社懇親会。
四月十九日  木曜日　八六五五
　昼、カレー。××××氏の話を聞いた。笑福軒。
四月二十日  金曜日　八六五六
　昼、ハベリ。

　×××××。選曲。

四月二十一日  土曜日　八六五七
　音楽教室、バイオリン教室。××出勤。××家と××××。
四月二十二日  日曜日　八六五八
　区長区議会選挙。
　××××本番。九時から秋葉原神田教会でオルガン運び。

四月二十三日  月曜日　八六五九
　区役所。

昼、元牛乳屋。夜バーミヤン。
四月二十四日  火曜日　八六六〇
　昼たしろ、夜十兵衛。
四月二十五日  水曜日　八六六一
　××××氏に連絡。

四月二十六日　木曜日　八六六二
　昼アジア会館、夜、××××××。

四月二十七日  金曜日　八六六三
　昼シャンティ。夜、××氏と飯田橋。
四月二十八日  土曜日　八六六四　一時雨
　××バイオリン教室。音楽教室なし。

　×××××。定例会あり。

　××××××××。万豚記。

四月二十九日  日曜日　昭和の日　八六六五
　××××スポーツセンターで水泳。

四月三十日  月曜日　八六六六
　千葉市原の子供の国に行った。

五月一日  火曜日　八六六七
　××喘息で××××。会社午前のみ。

　旅行予約。
五月二日  水曜日　八六六八
××聖路加。

×、××××接骨院。日曜日以来、左鎖骨骨折していることが分かる。×××は今日畑遠足だった。

会社は計画年休だった。

五月三日  木曜日  憲法記念日  八六六九
　三時半に出発した。中央道双葉で朝食。七時半頃須玉で降りてすぐの辺りで、山本勘助、屋敷墓という案内板に引かれて行ってみると、なんと、十八代目の山本家当主が屋敷と墓を守っているのであった。親切に案内をしてくれた。
　野辺山JR最高地点、滝沢牧場で乗馬。海の口城登山。その後Straw Hutで、昼食。龍岡城五稜郭、内山峡を経て、「野辺山高原　民宿りんどう」に着。
五月四日  金曜日  みどりの日  八六七〇 

  七時に朝食を食べて、松原湖散策の後、小諸懐古園へ。
　白樺湖近くの「アルペンフローラ」に泊。×、寝る体勢にも気を付ける。胸を反ったままにしなければならない。
　夜、手塚治の『ブッダ』第一～第四巻まで読んだ。

五月五日  土曜日  子供の日  八六七一
　八時朝食、蓼科第二牧場（もうもう）、蓼科牧場（雪が残っていた）、白樺湖手前でそば。

　霧が峰で車が故障した。前にもあったが、エンジンの動き方が不安定になったのだ。何とか諏訪高島城まで降りて来て、中洲のダイハツに連絡を取って行った。そこで、仮修理をしてもらった。

　それから、高島城、間欠泉足湯、片倉館温泉と行程をこなし、近くのバーミヤンで食べて、岐路に着いた。

　×××には午前一時に着いた。

五月六日　日曜日　八六七二　雨
　月島のダイハツに行った。N響アワーは、プロコフィエフのバイオリン協奏曲。
五月七日  月曜日　八六七三
　アジア会館、夜マック。午後十時まで仕事。連休後はいつもこうなる。
五月八日  火曜日　八六七四
　昼すき屋、夜、旭川ラーメン番外地。

五月九日  水曜日　八六七五
　『沈黙の艦隊』第二巻などを読んでいる。×の骨は、思ったより付いていない様である。
五月十日  木曜日　八六七六
　松本一郎『人は見た目が九割』、高嶋ちさ子『クラシック名曲50』などを読む。
五月十一日  金曜日　八六七七
　×はまた、××××接骨院。

五月十二日  土曜日　八六七八
　××の音楽教室とバイオリン教室両方ある。××は出。ミニストップで昼食。

　バイオリンでチャイコフスキーのバイオリン協奏曲などを練習。

五月十三日  日曜日　八六七九
　母の日。××××××××で子ども達。N響『ドイツレクイエム』。
五月十四日  月曜日　八六八〇
朝、腹痛と熱っぽかったが、昼快復した。

夜、自宅でカレー。

五月十五日　火曜日　八六八一
　この頃、『天皇と昭和史』など、ダビング中。

五月十六日  水曜日　八六八二
　特攻隊の映画。

五月十七日  木曜日　八六八三
　××××。
五月十八日  金曜日　八六八四
　×××××。
五月十九日  土曜日　八六八五
　×××××合宿。××さんと亀戸で九時に待ち合わせをした。日曜日に××が出勤であるため、吾輩だけの出席である。
五月二十日  日曜日　八六八六
練習後すぐ帰宅。『風林火山。N響アワーでは斉藤孝氏がゲストで出演していた。×××××××の反省会のことは失念していた。

五月二十一日  月曜日　八六八七
　平日だが、家族でサイゼリアに行った。

五月二十二日  火曜日　八六八八

　斉藤茂太『いい言葉はいい人生を作る』を読んだ。
五月二十三日　水曜日　八六八九
　複数の××に目を配るのはちょっと大変だ。結局一つ一つにあまり集中できないため、全てが散漫となる。
　
五月二十四日  木曜日　八六九〇
　昼、珈琲館。手塚治『ブッダ』第五巻を××で読む。

五月二十五日  金曜日　八六九一
　昼、東華。

　『ブッダ』第六巻。

五月二十六日  土曜日　八六九二

　××は仕事なので、晃、×、××と、×××保育園の遠足でアンデルセン公園に行く。水遊びも出来るが、×は、骨の矯正をしたままなので、上半身水につかることは出来ない。××と×××は、大丈夫である。園に帰ってから、××公園でも遊んだ。
五月二十七日　日曜日　八六九三
　×と×は初めて床屋に行った。吾輩は頭痛に心拍数上昇と体調が悪かった。

　加藤廣『信長の棺』を読んだ。

　母来る。『風林火山』。

五月二十八日  月曜日　八六九四

　六時代に切り上げる。
五月二十九日  火曜日　八六九五
　昼『イタリア』。

　『ブッダ』第七巻、第八巻、初借り出し。

五月三十日  水曜日　八六九六
　休暇取得し、××と初台のオペラシティーでビジュアルオルガンコンサートに行った。演奏者は吉村玲子。BWV566に、フランク、デュルフレ等。
　その後新宿でスパゲッティーを食べて、大江戸温泉に始めて行った。新浦安の湯巡り万華鏡の方が、規模が大きいようだ。

五月三十一日  木曜日　八六九七
　昼、マック。　

六月一日　金曜日　八六九八
　×××××。

　『ブッダ』第七巻、第八巻、那須正幹『ズッコケ中年三人組Age41』を読む。

六月二日  土曜日　八六九九
　音楽教室、××皮膚科。

　バイオリン、行ったら、休みであることが判明した。

　××図書館。那須正幹『ズッコケ宇宙大旅行』（ポプラ社一九八五年）を借りる。

　城南島海浜公園に行った。爪に小石が挟まって取れなくなる。

六月三日  日曜日　八七〇〇
　爪の小石、針で何とか取った。

朝、東神田で×××××××の練習。
　午後、××大学の文化祭に行き、×島、××大橋、××××、××××××と、家族全員自転車で回る。

六月四日　月曜日　八七〇一
　××腹痛。
　昼、鮭ハラス定食。夜バーミヤン。

　
六月五日  火曜日　八七〇二
　××腹痛続く。××さん、ばあば。

　昼、ラーメン屋の付け麺。
六月六日　水曜日　八七〇三
　××××氏。

　牛乳屋定食。

　『うわさのズッコケ株式会社』を読む。

六月七日  木曜日　八七〇四
　昼、Tinker Bell。夜、××万豚記。

六月八日　金曜日　八七〇五
　本郷鳳鳴館にてFarewell and Welcome Party。

　×××××は欠席。

　七××は、全滅に近い有様。 　
    　
六月九日  土曜日　八七〇六
　バイオリン教室。音楽教室は休み。
　図書館と日本科学未来館に行った。夜は××の万豚記。

六月十日  日曜日　八七〇七
　××君と遊ぶ。×××児童館。

　かわぐちかいじ『沈黙の艦隊』第三十二巻までを読む。

六月十一日  月曜日　八七〇八
　昼は東華。

　『ズッコケ恐怖体験』（一九八七）、『ズッコケ結婚相談所』（一九八七）を読んだ。

六月十二日  火曜日　八七〇九
　合唱団との会議が××町で行われた。
　
六月十三日  水曜日　八七一〇
　大阪出張、ホテルルーテル伯。新幹線の中で、井沢元彦『逆説の日本史⑪戦国編』。夜たこ焼きをご馳走になった。

六月十四日  木曜日　八七一一
　出張二日目。昼は中華。

　のぞみで帰って来る。のぞみに自由席が出来ているのに今頃気が付いた。

　
六月十五日  金曜日　八七一二
　昼、珈琲館。
　×××××。

六月十六日　土曜日　八七一三
　音楽教室あり。

　×××××練習と定例会。

　××と××××××××。

　『謎のズッコケ海賊島』。××は×××の保育参観。

六月十七日  日曜日　八七一四
父の日。××、××××。
　『風林火山』は真田が武田に付く。
六月十八日  月曜日　八七一五
　昼珈琲館。

　夜、秋葉原ヨドバシカメラにて、新しいPHS電話機を買った。日高屋たんたん麺。

六月十九日  火曜日　八七一六
　研修第一日目。
　××やや上昇。

六月二十日  水曜日　八七一七
　研修第二日目。

　××不調。
六月二十一日  木曜日　八七一八
　研修第三日目。

　段々疲れて来た。

六月二十二日  金曜日　八七一九
　午後三時に終了。
　新幹線で帰る。

　×××××。

六月二十三日  土曜日　八七二〇
　音楽教室、バイオリン教室、公園。

　バーミヤンで昼。
六月二十四日  日曜日　八七二一
　御茶ノ水でシャツズボン。××肩当購入。

　あいづ亭でラーメン。

　『風林火山』、自散髪。

　
六月二十五日  月曜日　八七二二
　珈琲館。

　『ズッコケ占い専科』、『海賊島』、『山岳救助隊』、『大運動会』。

六月二十六日  火曜日　八七二三
　九時九分大江戸線××××発。

　昼、久しぶりに××××。

六月二十七日  水曜日　八七二四
　久しぶりにプーサンで昼。

六月二十八日  木曜日　八七二五
　九時九分。昼珈琲館。

六月二十九日  金曜日　八七二六
　またもや九時九分。大送別会は欠席。×××××。
六月三十日  土曜日　八七二七
　音楽教室、バイオリン。サイゼリア。図書館。

　『推理教室』『未来報告』『妖怪』。

二〇〇七（平成十九）年七月一日　日曜日　八七二八

　午前中、××××スポーツセンター。午後×××××××××××練習。
　『ズッコケ修学旅行』。

七月二日　月曜日　八七二九
　昼ふじ芳、夜バーミヤン。
七月三日　火曜日　八七三〇
　『ズッコケ学校の怪談』、『バック・トゥ・ザ・フューチャー』。

　
七月四日　水曜日　八七三一
　仕事は、九時ごろまで。

七月五日　木曜日　八七三二
　九時九分。
七月六日　金曜日　八七三三
　×××××。

七月七日　土曜日　八七三四

　音楽教室、×××××。×××夏祭り。 
　
七月八日　日曜日　八七三五
　×××××本番。ファミリーコンサート。会場は、江東区文化センター。

　くるみ割りにカルメン、展覧会の絵、天国と地獄ではバイオリンソロを弾く。それからベートーベン交響曲第七番の第一楽章とドボルザークの交響曲第九番『新世界より』の第四楽章。

　打ち上げも参加。
七月九日  月曜日　八七三六
　昼は珈琲館。
七月十日  火曜日　八七三七
　昼た司ろ。

夜、××××さんらと「日本海」に行った。

七月十一日  水曜日　八七三八
　昼はコーヒー館。

　『ズッコケ三人組のバック・トゥ・ザ・フューチャー』、『ズッコケ発明狂時代』。
七月十二日  木曜日　八七三九
　『うちの子にかぎって』第十一話二十二周年記念日。図書館。

　『ズッコケ地底王国』。
　昼は「さんさん」。朝の大江戸線はダイヤが乱れていて、遅れて来た九時九分の電車に乗った。

七月十三日  金曜日　八七四〇
　×××××、ドイツレクイエムの練習が始まった。『ズッコケTV本番中』。　

マーラー一番のベータビデオダビングをした。　

七月十四日  土曜日　八七四一
　台風接近。音楽教室、バイオリン教室。

　会社の野球に誘われていたが出られなかった。
　一○九シネマズで『ポケットモンスター・ディアルガ対パルキア対ダークライ』を皆で見た。
七月十五日  日曜日　雨　八七四二　
　神楽坂××家訪問。
　××スポーツセンター。『風林火山・両雄死す』。ザンクト・ペテルブルクフィルのチャイコフスキーのピアノ協奏曲。BBC交響楽団のメンデルスゾーンのバイオリン協奏曲。独奏は神尾真由子。

七月十六日  月曜日　海の日　八七四三
　午前十時、××サマーコンサート。『きつつき』を弾いた。
　自転車で××町公園、親水公園。

　石神井公園に行き、公園内でうどんを食べ、城も見た。夕食はかっぱ寿司。

　中越沖地震発生。

七月十七日  火曜日　八七四四
　昼珈琲館、夜××万豚記。

　七月二十九日からの、松本から志賀高原に抜ける旅行の宿の予約をした。
七月十八日  水曜日　八七四五
　昼は「なかむら」鮭ハラス定食。
　ヤマハ××のバイオリン教室をやめる連絡をした。

　居間の床整理をした。
七月十九日  木曜日　八七四六
　『怪盗Ｘの再挑戦』、『最後の戦い』、『愛の動物記』、『神様体験』を借りて来た。
七月二十日  金曜日　八七四七
　ヴィジュアル・オルガン・コンサートに行くことは出来なかったが、×××××には出られた。

七月二十一日  土曜日　八七四八
　早朝から腹痛がしていた。
　音楽教室、バイオリン教室、×××××練習と定例会、期日前投票、図書館、銀座ヤマハで楽譜（マーラー一番、ブラームス・レクイエム）購入、とこなした。××は子供達をつれてお友達宅へ連れて行った。

七月二十二日　日曜日  八七四九
　結局去年と同じだ。
七月二十三日　月曜日　八七五〇
　母来る。
七月二十四日  火曜日　八七五一
　今日は父母別々に来る。

七月二十五日  水曜日　八七五二
　父来る。『図解、相対性理論』を読んだ。
　  
七月二十六日  木曜日　八七五三
　午後から会社に行き、二十一時三十分終業。

　『お金が無くても平気なフランス人、お金があっても不安な日本人』（吉村葉子・講談社2007）を読んだ。
七月二十七日  金曜日　八七五四
  今日は会社のグループの会があったので、×××××の練習および総会に出席することは出来なかった。王子にてボーリングと島津と言う店でのしゃぶしゃぶだった。
七月二十八日  土曜日  八七五五
　今日でバイオリン教室は最後。×××にパパ音楽教室。

  バーミヤン。旅行の支度。明日は参議院選挙だが、既に二十一日に不在投票を済ませている。
七月二十九日  日曜日　八七五六
　旅行第一日目。××の影響が無くて良かった。

　二時四十六分起床。四時出発。六時十五分佐久平。七時東部湯の丸（朝食）。九時上田城。生島足島神社。上田原古戦場公園。板垣信方墓参拝。上田原合戦の碑。
　十三時三十分、松本蕎麦屋。旧開智学校。旧司祭館。松本城登城。

　十八時、ココスで夕食。割と雰囲気が良い。

　二十時、チサンイン塩尻北インター着。二段ベッドの新しいビジネスホテルだ。

　自民は参院選で大敗したようだ。

七月三十日  月曜日  八七五七
　会社は休暇を取っている。

旅行二日目。チサンインを発って、塩尻北から姥捨へ。ここで土産を買う。長野から、川中島古戦場、松代海津城。善光寺でお胴巡り。志賀高原熊の湯スキー場「一望閣」泊。向かいのホテルに見覚えがあった。中学二年生の時にスキー教室で泊したホテルであった。偶然であった。
七月三十一日  火曜日　八七五八
　旅行三日目、最終日。

　早朝露天風呂に入る。地獄谷野猿公園。子供たち、教えられたとおり、猿と目が合わないように目を逸らしていた。
　虫網を振り回したりする。野猿公園は結構谷を歩くが子供達は上機嫌で歩いていた。ビワ池ホテルで昼食。琵琶池は小学三年生の頃訪れた。
　その後、琵琶池、丸池、自然観察園を散策した。

　白根山。そして草津西の河原温泉。ここは広い。吾輩は二回目である。湯畑見学。帰宅。二十三時十五分に×××に帰着した。

八月一日  水曜日　八七五九
　昼はカレー「シャンティ」。『その時歴史…』も見ずに就寝。
八月二日  木曜日　八七六〇
　昼「ふじ見茶屋」。
　『ズッコケ愛の動物記』、『ズッコケ神様体験』を読んだ。

八月三日  金曜日　八七六一
　ビジュアル・オルガン・コンサート、また行けず。

　昼は珈琲館。××も吾輩と同じ電話機を購入申し込みした。

　『3 x 2 声フーガ』作曲。随分長く掛かった。

八月四日  土曜日　八七六二
　音楽教室。×××××。図書館。

　××訪問して、夕食は一緒にデニーズに行った。

八月五日  日曜日　八七六三
　朝自転車で××公園、船の公園と行く。

　××××××××。××スポーツセンター。

　『風林火山』真田謀略。

　××に寄る。
八月六日  月曜日　八七六四

　原爆六十二周年。

　昼、牛乳屋。　  

八月七日  火曜日　八七六五
　昼おかか夜マクドナルド。

　ローランドで自作自演して録音した。即興演奏三曲と、『3 x 2 声フーガ』、幻想曲ト長調。そして、『五つの思い出』をホームページ上で追加した。

　『ズッコケ死神人形』（1996.12）を読んだ。

八月八日  水曜日　八七六六
　昼「た司ろ」。夜、海外天でチームの人達と食べた。

　『参上ズッコケ忍者軍団』（1993.12）。

　帰宅後すぐ就寝。

八月九日  木曜日　八七六七
　日記帳開始二十四周年記念日。

　昼、××××さんらと、「やきとり亭」にて昼食。

　『ズッコケ三人組のダイエット講座』（1997.12）。
八月十日  金曜日　八七六八
　昼「一馬」。
　テレビで『はだしのゲン』前編を見た。

　ホームページ更新。

八月十一日  土曜日　八七六九
　家で音楽教室。
　江戸東京博物館に鉄道博覧会に行った。
　『はだしのゲン』後編を見た。

　『ズッコケ脅威の大震災』（1998.7）。
八月十二日　日曜日　八七七〇
　××で祭り。

　杉並公会堂で×××××××の練習。

八月十三日  月曜日　八七七一
　昼、珈琲館。

　会社から、××に行ってそのまま泊まる。勿論妻子も先に来ている。

八月十四日　火曜日　八七七二
　六時半、××干潟の方の公園にラジオ体操に行った。そこから会社へ。日暮里で偶然××夫妻に遭遇した。驚いた。
八月十五日  水曜日　八七七三
　東伊豆に海旅行に出る。

　宿泊は、白田の民宿「はまゆう」だ。途中十国峠、鹿ケ谷公園、滝知山展望台に立ち寄った。海は、前にも訪れた今井浜で泳いだ。

八月十六日  木曜日　八七七四
  ××の誕生日。

　今日は、白浜までやって来た。ここの砂は実際に白い。城を作って遊んだ。夕方、今井浜サンシップに立ち寄った。ここも二回目。帰宅は二十三時三十分。　

八月十七日  金曜日　八七七五
　日経平均八百円以上の大暴落。

　昼、弁当を買って来て、久しぶりに将棋をやった。『ズッコケ三人組海底大陸の秘密』（1999.7）。

八月十八日　土曜日　八七七六
　『ズッコケ三人組の卒業式』（2004.12）。

　××は結婚披露宴に参加。

　吾輩は、×と××町公園に遊びに行ったり、子供たちと××××××××に行った。夕食は、××じいじばあばとジョナサンに行った。
八月十九日  日曜日　八七七七
　図書館に行き、『漱石学入門』（長尾剛・ゴマブックス）、『ズッコケ人生相談』借り。

　×××とドトール、××××公園に行った。

　全員で××××××××に行き、電球を買ったり、××亭で夕食を食べた。

八月二十日  月曜日　八七七八
　××休み、××プール。

　昼、マック。

　一ドル百十四円。

八月二十一日  火曜日　八七七九
　昼、た司ろ。
　ハングル講座、じゅよん。

八月二十二日　水曜日　八七八〇
×××××弦練。ブラームスのドイツ・レクイエム。
　『ズッコケ三人組ハワイに行く』（1997.7）。『小笠原クロニクル』（山口遼子2005中央公論新書）。　　
八月二十三日  木曜日　八七八一
　予算説明会で静岡出張。
　
八月二十四日  金曜日　八七八二
　昼はお客さんと「お譚弧」。

　×××××。ブラームス、ドボルザーク『謝肉祭』、『スラブ舞曲』。
　    
八月二十五日　土曜日　八七八三
××音楽教室。×××××公園。ドトール。××は仕事。
『ズッコケ情報公開 eq \o\ac(○,秘)ファイル』（2002.7）。
　
八月二十六日  日曜日　八七八四
　××は宿題をやる。

　×××は、××××スポーツセンターに連れて行く。小さい二人が水着と帽子で体操を始めたら、おばちゃんが顔をほころばせていた。
　『風林火山』。××とマーラー第一番の合わせ。
八月二十七日　月曜日　八七八五
　昼はLa Luce。
八月二十八日　火曜日　八七八六
　昼は「一馬」。

　『ズッコケ家出大旅行』（2000.12）。

　『ズッコケ人生相談パート一』（2001.7）。

　
八月二十九日  水曜日　八七八七
　昼、上富士イタリアン。
『ズッコケ人生相談パート二』（2002.7）。

靴磨きと時計掃除。
八月三十日  木曜日　八七八八
　昼、富士見茶屋。××さんにカブを見せて貰った。

八月三十一日　金曜日　八七八九
　昼、アジア会館。

　×××××、マーラー交響曲第一番練習。これは、スポットだ。

九月一日　土曜日　八七九〇
　××音楽教室、昼寝、銀座和光、天賞堂、山野楽器（『千の風になって』購入。）

　××××××××（ファミール、買出し）。

　『バイオリンおもしろ雑学辞典』（奥田佳道2007ヤマハミュージックメディア）。
九月二日  日曜日　八七九一
　図書館、八景島シーパラダイス。Aquarius, Dolfin Fantasie, FUREAI Lagoon.
　園内の蕎麦屋「一休」で夕食。

九月三日  月曜日　八七九二

　珈琲館。
　
九月四日　火曜日　八七九三
　昼、××××。
　夜、マック

　『ズッコケ魔の異郷伝説』（2003.7）。
九月五日  水曜日　八七九四
　お客さんとそじ坊。

　『ズッコケ愛のプレゼント計画』（2004.7）。
九月六日  木曜日　八七九五
  台風である。

昼、珈琲館。十九時半頃帰宅して、睡眠に入った。
九月七日  金曜日　八七九六
　ヴィジュアル・オルガンコンサート、また行けなかった。

　昼、おかかと××××さんと携帯電話店に行った。

　×××××、弦練と弦飲み会。
九月八日  土曜日  八七九七
　音楽教室、バーミヤン。

　自転車で××××××××。

　『ズッコケ三人組の大研究』（1990）。
九月九日　日曜日　八七九八

　市川男女共同参画センターで、×××××××練習。

　母からケーキ貰った。

　夕食は××デニーズ。

　『風林火山』は油川夫人。 

九月十日  月曜日　八七九九
　歯科検診。

昼ふじみ茶屋。

九月十一日  火曜日　八八〇〇
　×××五歳誕生日。

　昼、たぬき食堂。夜、××××中華。

　二十二時過ぎまで会社。『ズッコケ三人組の大研究Ⅱ』（2000）。
　ソニーにデジカメ修理出す。

九月十二日  水曜日　八八〇一
　昼、珈琲館。
　十時過ぎまで会社。

安部総理、辞意表明。
『三色ボールペン名作塾』（斉藤孝2007角川書店）。　

九月十三日　木曜日　八八〇二
　昼讃岐うどん。

　××××××森下。
九月十四日  金曜日　八八〇三
　シャンティーでピアノ弾く。
　×××××。ドイツ・レクイエム一番・五番。

　ソニーから、デジカメ戻る。

九月十五日  土曜日　八八〇四
　音楽教室、図書館、××××スポーツセンター。
九月十六日  日曜日　八八〇五
　五時半に会津へ出発。佐野ラーメンを食べた。前にも来た、野口英世記念館前に車を止め、買い物をした。

　会津村（大観音、庭園、鯉のえさ）、若松城、飯盛山見学。かき氷を食べた。さざえ堂を見て、近くの店で白虎隊のドラマをビデオで見た。かっぱ寿司を食べ、福島ヒルズに宿泊。二部屋で九千円だ。大浴場もあった。

九月十七日　月曜日　敬老の日　八八〇六
　朝食を食べ福島西インターから磐越自動車道の小野で下りて、阿武隈洞を見学した。
　昼食後、いわき湯本で下りて、十四時ごろから十八時十五分までスパリゾート・ハワイアンズで遊んだ。

　夕食は中郷サービスエリアで食べた。ガソリンも注入した。二十二時十五分××××着。
九月十八日　火曜日　八八〇七
　『ズッコケ文化祭事件』（1988.7）。

　昼た司ろ。二十二時四十五分まで会社。××遅番。

九月十九日　水曜日　八八〇八
　昼、さんさん。

　那須正幹『屋根裏の遠い旅』（偕成社1975）。結婚式のためにピアノ練習。
九月二十日  木曜日　八八〇九
　昼はプルミエ。

　×××××出席、ブラームス。ОＢ欠席。

　那須正幹『ぼくらは海へ』（偕成社1980）。

　
九月二十一日　金曜日　八八一〇
　昼は「ふじ芳」。二十二時十五分まで仕事。

九月二十二日  土曜日　八八一一
××は早朝から出勤。今日は特に外出しなかった。音楽教室も休み。　

九月二十三日  日曜日　秋分の日　八八一二
　××は運動会。午前中は、×××、じいじ、ばあばと、見に行ったが、午後から、×××さんと××さんの結婚式に、×××を連れて出席だ。××は××ばあばの家に。

　結婚式の場所は、国際基督教大学だ。車で行った。広い構内で、実際迷ってしまった。教会での式は、バッハの前奏曲とフーガをバックにした荘重な雰囲気の中行われた。披露宴では、ピアノとバイオリンの演奏を我々は行った。『少年時代』、『愛の挨拶』、『川の流れのように』の三曲。福田氏が総裁選に出るそうだ。
九月二十四日  月曜日　振替休日　八八一三
　休養の一日。特に外出しなかった。

九月二十五日　火曜日　八八一四
那須正幹『少年のブルース』（偕成社1978）。　

九月二十六日  水曜日　八八一五
　手帳にも何も書かれていない、一日。余り特徴が無かったのだろうが、本当は、他の日とは、何かが違う一日だったはずだ。
九月二十七日　木曜日　八八一六
　昼は、社長と、”La Luce”
九月二十八日　金曜日　八八一七
　昼、焼き鳥亭。
　『お江戸の百太郎』（岩崎書店1986.12）。
九月二十九日  土曜日　八八一八
　音楽教室、図書館。

　今日は荒川車庫に都電祭りを見に行った。三ノ輪橋の駐車場にミラを停め、都電に乗って行った。新旧の車両が展示されており、大勢の見学客が訪れていた。

　三ノ輪橋に戻って駅横の珈琲館でホットケーキを食べた。

九月三十日  日曜日　八八一九
　今日は寒かった。

　×××××××の練習で市川男女共同参画センターに行った。

　××と子ども達は、××児童館に行った。××のデニーズ。

『風林火山』。

　メールの読み込みに三時間掛かった。

　
十月一日  月曜日　八八二〇
　××は××ばあば。

昼は「ふじ芳」。
那須正幹『銀太捕物帳・闇の占い師』（岩崎書店1999）。

十月二日  火曜日　八八二一
　昼はアジア会館。会社には二十三時までいた。
那須正幹『銀太捕物帳・真夜中の墓みがき』（岩崎書店2000）。

巨人優勝した。
十月三日  水曜日　八八二二
　昼、「たぬき食堂」。

×××××。

十月四日  木曜日　八八二三
那須正幹『銀太捕物帳・本所の七不思議』（岩崎書店2002）。

昔、「九四九」のあった「東京厨房」で食べた。昭和三十年代の意匠を凝らしている。

　××交響楽団。

十月五日  金曜日　八八二四
　××、熱が三十七点四度。

那須正幹『銀太捕物帳・お江戸のかぐや姫』（岩崎書店2007）。

十月六日  土曜日　八八二五
　×××大運動会。騎馬戦では、×と××が分かれて戦う。吾輩は×をおんぶして、××は×××をおんぶして、二人とも帽子は取られなかった。×は相手の帽子を一つ獲得した。その他、リレー、綱引きには、吾輩も参加した。　××は、音楽教室にも行く。

十月七日　日曜日　八八二六
　霞ヶ関のJTビルアフィニスホールでマメールロア弦楽合奏団のコンサートに行った。××ばあばから切符を頂いたのである。ロビーではバッハのシャコンヌをやっていた。本プログラムでは、チャイコフスキーの弦楽セレナーデや、メンデルスゾーンの合奏曲、バッハのシャコンヌの合奏版、バイオリン協奏曲第一番などを聴いた。
　夕食は××××のジョナサン。
　『風林火山』。

十月八日  月曜日　体育の日　八八二七
　一日中頭痛がしていた。

　××××××××。

井沢元彦『逆説の日本史⑨・戦国野望編』（2000）。

　
十月九日  火曜日　八八二八
　会社の××氏と××氏と××の寿司屋。
　
十月十日　水曜日　八八二九
　巣鴨「宴屋」にて九八会。

十月十一日  木曜日　八八三〇
　××交響楽団練習。
十月十二日  金曜日　八八三一
昼、La Luce。何故か味が薄く、替えて貰った。

×××××。選曲会議。
十月十三日  土曜日　八八三二
　××と×××はマンドリン演奏会に行った。

　音楽教室、図書館。××と×を連れて自転車で××××××××。
十月十四日  日曜日　八八三三
　××響本番。すみだトリフォニーホール。遠藤政孝指揮。

　マーラー交響曲第十番『アダージョ』

　マーラー『大地の歌』

　その後、市川公民館で×××××××の練習があり、それにも出た。
十月十五日　月曜日　八八三四
　昼は「た司ろ」近くのカレー。
十月十六日　火曜日　八八三五
　昼は「ル・フクレール」。
十月十七日  水曜日　八八三六
　昼は「シャンティ」、ピアノなし。
十月十八日　木曜日　八八三七
　六本木でMr. ××××との会食。××氏にがま池を紹介した。

十月十九日  金曜日　八八三八
　昼は「たぬき」。

　労働基準法の説明会。
　×××××弦練。

十月二十日  土曜日　八八三九
　×××××、合奏、合唱合わせ。

　その後、ナイターで晴海で会社の野球チームの試合があり、初めて参加した。もちろん、散々な結果だった。
十月二十一日　日曜日　八八四〇
　学校公開、デニーズ。
　夢の島植物園。××の絵が飾られていると言うことで行った。大かぼちゃもあった。

　××××××××。『風林火山』は謙信高野山にこもる。

十月二十二日　月曜日　八八四一
昼は牛乳屋。　

十月二十三日  火曜日　八八四二
　昼は「イタリア」。

　夜は「旭川ラーメン番外地」。

十月二十四日  水曜日　八八四三
　昼、シャンティでピアノ。
  　
十月二十五日  木曜日　八八四四
　昼は「たぬき」。

　『五つの想い出』を書き進める。「南砂荒地」の辺り。

　中央公論アダージョの『漱石と本郷』を入手した。

　足癒という足裏マッサージの店が出来ている。

十月二十六日  金曜日　八八四五
　台風接近。昼は二階の「銀杏」。

十月二十七日　土曜日　八八四六
　『緊急入院ズッコケ病院大事件』（2007.7）。

　台風。音楽教室、××図書館、×××××。
十月二十八日  日曜日　八八四七
　×××大バザー。××さんの名司会。さすが本職の方は違う。

　深川公園でも遊んだ。

十月二十九日  月曜日　八八四八

　『ズッコケ eq \o\ac(○,秘)芸能界情報』（2001.7）。

　『通勤』の構想立てる。

　昼、珈琲館。  
十月三十日　火曜日　八八四九
　昼、「ふじ見茶屋」。

  『五つの想い出』のうち、「聖路加病院」と「砂山」の章終わり。ミステリーのプロット、『第六の想い出』の着想。
十月三十一日  水曜日　八八五〇
　昼、「たぬき食堂」。

　×××は芋ほり遠足。

　『五つの･･････』の第五章「登山」書き進める。

　那須正幹『お江戸の百太郎・乙松、宙に舞う』（1994 岩崎書店）。

　
十一月一日  木曜日　八八五一
　昼「アジア会館」。

　夜、雨。

十一月二日  金曜日　八八五二
　昼は「たぬき」。

×××××、××は出られず。

　『Always 三丁目の夕日』をテレビで見た。昭和三十三年の風景。とても懐かしい感じがする。

十一月三日  文化の日  土曜日　八八五三
　岩井海岸「ぬまた」で合宿。
　
十一月四日  日曜日　八八五四
　三十八歳誕生日。

　終わってから、砂山に行って、遊んだ。家族で行くのは二回目だが、前は、男組しか裏に回らなかったが、今回は全員裏に行って、キャッチボールをしたりした。××と谷底にも降りた。

　帰り、幕張の辺りが大渋滞していた。

　『風林火山』。

十一月五日  月曜日　八八五五
　昼、「一馬」。
　
十一月六日  火曜日　八八五六
昼、「たぬき食堂」。

カタログハウスの新しい財布が届いた。
十一月七日  水曜日　八八五七
　××××第二子出産。二八〇〇キログラムの女の子。

　昼、La Luce。

　那須正幹『お江戸の百太郎・大山天狗怪事件』（1989 岩崎書店）。

十一月八日  木曜日　八八五八
　ナナコカード購入。

　阿刀田高『ギリシア神話を知っていますか』を読む。

　昼、牛乳屋。

　テレビで『椿山課長の七日間』を見た。
　
十一月九日　金曜日　八八五九
　昼、珈琲館、
　夜、××に寄り、えんじ色のセーターを貰った。

十一月十日  土曜日　八八六〇
　××図書館、××こども図書館、定例会、デニーズ、ヤマハ。

　×××保護者会。

十一月十一日  日曜日　八八六一
　聖路加に出産祝いに行った。

　『トリック劇場版』その一（テレビ朝日）。

　『風林火山』。

十一月十二日  月曜日　八八六二
　『ズッコケ怪奇館・幽霊の正体』（2003.12）。
　母誕生日。

十一月十三日　火曜日　八八六三
　那須正幹『お江戸の百太郎・秋祭謎の富くじ』（1992 岩崎書店）。

十一月十四日  水曜日　八八六四
　六二三東京駅発新幹線で静岡へ。
十一月十五日  木曜日　八八六五
　昼「一馬」。

　那須正幹『お江戸の百太郎・怪盗黒手組』（1987 岩崎書店）。

十一月十六日  金曜日　八八六六
　会社は休み。
　初台オペラシティーのヴィジュアル・コンサートに出掛けた。昼はドトール。

　江戸東京博物館で『夏目漱石展』。

　×××××。

　那須正幹『お江戸の百太郎・赤猫がおどる』（1988 岩崎書店）。

十一月十七日  土曜日　八八六七
　××、音楽教室。××、××総会。
　横須賀三笠公園に、また、戦艦三笠を見に行った。

　帰りに京浜××近くのジョナサンで食べた。

十一月十八日　日曜日　八八六八
　午前中××××××××。

午後、本八幡の市川文化会館で×××××××。

『トリック劇場版』その二（テレビ朝日）。『風林火山』。
十一月十九日  月曜日　八八六九
　昼は「たぬき」、夜は「万豚記」の麻婆豆腐。思い立って八幡宮に参拝する。しかし、何故境内の店で平泉の宣伝をしているのだろう。
十一月二十日　火曜日　八八七〇
　昼、「ふじ芳」。
十一月二十一日　水曜日　八八七一
　『オリオン座からの招待状』。
十一月二十二日  木曜日　八八七二
　×××××。

十一月二十三日  勤労感謝の日  金曜日　八八七三
　××は××の九十五周年で登校。昼バーミヤン。

　手帳に、「××発表会」と書いてあるが、これは何だっけ。思い出せない。なんせ、これを書いているのは、平成二十年六月五日で半年以上経っているからだ。現在急速に追い駆けているところである。
　十八時から×××××。

十一月二十四日  土曜日　八八七四
　音楽教室。××こども図書館。
　小金井公園に行ったが、四時過ぎて、建物博物館に入れなかった。昼は上井草のサイゼリアで食べた。
　松本清張の『点と線』ドラマの前編をやっていた。（テレビ朝日）
　××××××××。

十一月二十五日  日曜日　八八七五
　神田教会で、×××××××本番。九時からオルガン運び。
　カンタータ一六番

　カンタータ五一番

　カンタータ九五番

　カンタータ一五九番

　打ち上げには出ない。

　『点と線』後編。

　『風林火山』は川中島の前の様子。Ｎ響アワーはバイオリンの大林修子がゲスト。

　週刊ブックレビュー。

十一月二十六日  月曜日　八八七六
　昼、ハベリ。
　　　
十一月二十七日　火曜日　八八七七

昼、「そじ坊」。

夜、「チャーシュー家十兵衛」で塩つけ麺。

『いたずらぼうず大作戦』構想中。

『キューティーハニー The Live』等という番組を見つけた。　　　　  

十一月二十八日  水曜日　八八七八
　来年の手帳貰った。
　昼は、La Feu Clair 。

　夜、「天下一」で茄子味噌炒めを食べた。

十一月二十九日  木曜日　八八七九
　昼、ケンタッキーフライドチキン。

　×××××。謝肉祭、スラブ舞曲。

　夜、万豚記の麻婆豆腐ライス大。八幡宮参拝。

　  

十一月三十日  金曜日　八八八〇
　昼、珈琲館。通帳繰越。

　×××××合唱合わせ。
　『タモリ倶楽部』は地下鉄。

十二月一日  土曜日　八八八一
　音楽教室。
　自転車、親水公園、××××公園。
　土曜ワイド劇場は浅野温子。山本陽子が犯人役。

　
十二月二日  日曜日　八八八二
　午前中配管の点検。

　×××でクリスマス礼拝のための、三重奏の練習。みんなで自転車で行く。パッヘルベルのカノン。

　昼はバーミヤンでお粥。

　夜、急遽『オーホーリーナイト』のピアノ伴奏をすることになって、教会ホールに練習に行った。

　『風林火山』は川中島に集結。

十二月三日　月曜日　八八八三
　健康診断を受け損なった。来週になる。
　新しい派遣の方が来る。

　昼は海外天。

　
十二月四日　火曜日　八八八四
　昼、「イタリア」で歓迎ランチ。夜、巣鴨でファイナンスのビールパーティー。

十二月五日  水曜日　八八八五
　【夢】ゴシック建築、××さん、倉庫、病院で薬を探す。大学オーケストラ×さん。土肥温泉の計画。螺旋エスカレーター。

　昼、そばカレー。
午後、××ミーティング。

夜、マック・えびフィレオ。
演奏会の切符を配り中である。

十二月六日  木曜日　八八八六
　保育園の林さんから、ホームページを見たと言われた。
　昼は珍しく、プーサン。

十二月七日  金曜日　八八八七
　×××さん出産。×××のちょうど一ヵ月後だ。

　××さんの義父が亡くなった。

　『目がどんどん良くなるマジカル・アイ』ミニ。

　昼、串揚げ蕎麦屋。

　×××××。

十二月八日  土曜日　八八八八
　記念すべき、ぞろ目の日。日記開始八八八八日目。しかも八日。

　音楽教室、昼、モスバーガー。

×××××。

聖路加に×××さんのお見舞いに行った。××デニーズで夕食。　

十二月九日  日曜日　八八八九
×××××本番。ティアラ江東大ホール、土田政昭指揮。××区民合唱団。

　ドボルザーク　謝肉祭

　ドボルザーク　スラブ舞曲

　ブラームス　ドイツレクイエム

　レセプションと神谷酒場での打ち上げに出た。

　『風林火山』、川中島。信繁ら討ち死に。

十二月十日　月曜日　八八九〇
　健康診断。

　昼、串揚げ蕎麦屋。

十二月十一日　火曜日　八八九一
　昼、東京食堂、豚トロ丼定食。

　東映、The number 23。

　
十二月十二日  水曜日　八八九二
　小学校の同窓会の夢。

　昼、「元喜（讃岐うどん）」。

　今日は、会社は二十二時まで。

十二月十三日　木曜日　八八九三
　昼、「ジロー」でハンバーグ、ホットコーヒー。××は×××でクリスマス会の練習に参加したようだ。

十二月十四日　金曜日　八八九四
　半休を取って初台に佐藤玲子のビジュアル・オルガンコンサートに行った。

　朝も昼も、ドトールとなる。

　午後会社に行き、夜は×××××。マーラー第一、第二楽章と花の章。
十二月十五日　土曜日　八八九五
×××クリスマス会で、音楽教室は休む。
我々はバイオリンでパッヘルベルのカノンと賛美歌を一曲弦楽三重奏で、ピアノ伴奏で O Holy Night を弾いた。

昼、××じいじばあばと東天紅で食べた。

土曜ワイド劇場は藤田×××と石橋蓮司。

  　
十二月十六日　日曜日　八八九六
×××××××、市川男女共同参画センターで反省会。
十二月十七日  火曜日　八八九七
　東京プリンスで会社忘年会。
　
十二月十八日　水曜日　八八九八
　昼、Premier。

　夜遅くまで仕事。Compeの研究。

十二月十九日  水曜日　八八九九
　今日は十九時半まで。
十二月二十日　木曜日　八九〇〇
　夜、巣鴨土間土間で派遣の方の歓送迎会。

十二月二十一日  金曜日　八九〇一
　昼、新川の会社を訪問。自宅近くまで戻ったわけだ。

　神保町で××さんの慰労会。カラオケにも参加。竹橋から帰宅。
十二月二十二日  土曜日　八九〇二　雨

　ヤマハ。

×××のクリスマス会へ。××は博士の役で、なかなかうまかった。歌も独唱していた。××は仕事。

　今日は自転車で移動し、子ども達と×××図書館にも行ったが、帰りに雨に降られた。

　那須正幹『ズッコケ中年三人組 Age42』。

十二月二十三日  日曜日　八九〇三
　ヤマハ、クリスマスコンサート。××はドイツ舞曲を弾いた。

家族で銀座有楽座で『続オールウェイズ三丁目の夕日』。

その後、××××××会にいつもの赤坂見附のイタリアンに行った。カラオケにも。　

十二月二十四日  月曜日　振替休日　八九〇四
　掃除。父がケーキと苺を持って来てくれた。
　××は子供達のプレゼント準備。

　ビデオダビングは、『日本海大海戦』をやったが、これは見覚えが無い。録画しておいて、見ていなかったのだろうか。十五年経って初めて観たのだろうか。

　××××××××で年賀状を受け取り、食料を調達した。

十二月二十五日  火曜日　八九〇五
　年休を取った。

　×××× La Rainette で昼食。

竹橋の国立近代美術館に行ってみたら休みだった。そこで、早稲田の漱石公園に行ったら、工事中。「××××店」に十五年ぶりに行った。主人とかなり話をした。バロック音楽も流れていなかった。チェンバロの椅子には、書類が重ねられていた。それでも一ヶ月に一回ほど、演奏者が来ているそうだ。
　年末の旅行の予約をした。

十二月二十六日  水曜日　八九〇六
××スキー学校キャンセル待ち登録。
　昼、珈琲館。

　『目が良くなるマジカルアイ』五冊購入。
　夜、ファイナンスの忘年歓迎送別会を le Feu Clair で開催。

十二月二十七日　木曜日　八九〇七
　昼、蕎麦屋。
　×××××忘年会、遅れて出る。

十二月二十八日  金曜日　八九〇八
　昼、たしろ。
　年賀状書き。

十二月二十九日  土曜日　八九〇九

　恒例の年末旅行に出発。今回も雪を避けて西の方に向かう。

　五時発。富士川サービスエリア。浜名湖サービスエリア（うなぎ丼、味噌カツ丼）、岡崎インターチェンジ、岡崎城見学。大樹寺見学、夕食すし。豊川「チサンイン豊川インター」泊。チサンインは七月野の塩尻北に続いて二回目。内装も同じで快適だった。二段ベッドに子供達も大喜びである。

　今日の見学地の中では、大樹寺の徳川氏歴代将軍の位牌は見ごたえがあった。
十二月三十日  日曜日　八九一〇
　豊川、豊田佐吉記念館前、中田島砂丘、浜松城裏「あさくま」昼食。浜松城見学。三方原経由二股城見学、春野町「ログペンション・シンフォニー」泊。

　春野町に入った頃は、予想もしない雪が降り始め、暗くもなり、道も不案内で非常に心細かった。ペンションは、食べる所、泊まる所、お風呂と、全て建物が違い、面白かった。
十二月三十一日  月曜日　八九一一
春野、川根大井川経由、掛川城見学、城の前で昼食そば、高天神城、掛川インターチェンジ、静岡インターチェンジ、駿府城見学、静岡インターチェンジ、足柄サービスエリア（夕食しょうが焼き）、霞ヶ関、江戸城、×××。
こうして、夏の武田を巡る旅に引き続き徳川を巡る旅が終わった。家康の生まれた岡崎から江戸城に辿り着いたのだ。
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